
 
 
 

 
 

 
はじめに 
昨年も、10月に沿岸部を中心にした「台風19号災害」

など、県内では大きな自然災害が発生しました。このよう

な自然災害は、年々増加する傾向にあるとされ、災害への

備えは増々大切なものとなっております。 

そのような時、過去の災害の歴史は、今そこに生きる

我々にとって大切な教訓になります。 

日本地名研究所理事の太宰幸子氏によれば、「地名」の

中には、その地に過去にあった自然災害や崩壊の歴史を伝

えているものがあります。 

2020年最初の「なんでもインフォ」は、太宰幸子氏の著

書「災害・崩壊・津波地名解－地名に込められた伝言－」

から、そのような、過去の災害の歴史を伝える「地名」を

幾つかご紹介させていただきます。 

 
「好字二字令」：地名は「音(おん)」から 
律令時代に好字二字令という勅令がありました。これは、

唐の国に習い、地名を漢字二文字とし、できるだけ好字（良

い意味の字。佳字とも。）を使うように令したものです。 

そのため、地名には、元来の発音に似た「音(おん)」の

漢字（好字など）を当てた地名が多いのです。 

したがって、地名が伝える本来の意味を「解く」にも、

この「音(おん)」が重要になります。 

 
洪水などの自然災害を伝える地名 
あらかわ〈荒川など〉 

川名にもあり地名にもある、わかり易い例です。 

アラ(荒・新)には「暴れる・荒れる」などの意味があり、

古来より度々氾濫を起こした「暴れ川」で、そのような川・

場所であったことを伝えています。 

いかり〈碇・猪狩・五十嵐など〉 

同じく洪水により度々被害を受けた地であることを伝

える地名です。イカルは「怒る・あふれる」などの意味を

持ちます。また、アイヌ語でも「イカ・オル」＝ 

「(川が)氾濫する・所」を意味します。 

うめ〈梅田・梅木・梅ノ木など〉 

洪水が起これば土砂が運ばれてきます。 

ウメ(梅)は好字の当て字で、実は「埋
う

まった・埋められ

た・埋
うず

まった」という土地の異変や変化があったことを伝

えている、多くは川沿いに見られる地名です。 

おしきり・すなおし〈押切・砂押・水越など〉 

これらも洪水地帯に多い地名です。土手が切れたり土手

を越えて大量の水が押し寄せたり、上流から土砂が運ばれ 

 

てきた場所であることを伝えています。 

よな・よね・こめの付く地名〈米山・米ケ袋など〉 

ヨネ・ヨナは洪水などで川が押し流す土砂や砂を示し、

これに漢字の米を当てた地名です。洪水で度々土砂が押し

寄せてきた場所であることを伝えています。 

つる〈鶴巻・鶴見・鶴巣など〉 

おめでたい鳥である鶴は好字ですが、 

宮崎県には水流と書いてツルと読む地名があります。ツル

は長い首の形からでしょうか、「川の流れが大きく蛇行し

ている」地に多い地名のようです。ツル(鶴)の地名は、水

害が起こりやすいことを示して 

いる地名であると言えましょう。 

かめ〈亀田・亀谷地など〉 

鶴とくれば亀も好字ですが、カメ 

は「カム・カケル」の意味で、洪水や大水などにより土地

が侵食された地、されやすい地であることを伝えています。 

へび・じゃ・りゅうの付く地名〈蛇走・竜ケ崎など〉 

蛇や龍は水の神につながり、これらは洪水や大水を蛇や

龍が暴れる様子に準えた地名です。度々大きな水害が起こ

った場所であることを伝えています。 

 
崖崩れなどの自然災害を伝える地名 
しろ〈白沢・白欠・白子田など〉 

シロは「まっさらになる」の意味があり、土砂崩れや地

滑り、或いは洪水により埋まった地を指します。 

さる〈猿田・猿鼻・猿跳など〉 

サルは古語のザレ(礫)の転訛で、山が崩れ 

て欠け落ちた所や岩が崩れることを意味しま 

す。したがって、地名はそのような崖崩れが 

起こった地であることを伝えています。 

くり〈栗山・栗生・栗木・など〉 

クリは古語のクレ・クル(崩れる・えぐられる)の 

転訛で、こちらも土砂崩れなどの歴史を伝えています。 

 
おわりに 
皆さんの身近にもこのような地名はありませんか？。 

「地名」から過去の災害の歴史を知り、しっかり備えを

することで、今後の防災に役立てることが何よりも重要な

ことであると思います。また、災害の歴史を伝える「地名」

は、他にも沢山あります。詳しくお知りになりたい方は、

どうぞ下記の参考文献などをご覧になってください。 
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